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製図に対する知識・技術　　　   ⇨
舞台デザイン画作成の技術
1 10月  9日〈舞台美術について〉　概論・歴史
共同制作者との関わりについて
2 10月 30日〈劇場・舞台設備について〉　講義
3 11月  6日〈舞台空間について〉　講義・演習
4 11月 13日〈絵画と舞台装置画の表現の違い〉　演習
戯曲のテーマの読み取り・イメージ化　　⇨ 5 11月 20日〈戯曲より舞台デザイン画作成〉　実習
舞台美術イメージデザインのラフ画作成　⇨ 6 11月 27日 戯曲研究シートの作成～第１回ラフ画作成
第１回　美術打ち合わせ　　   　　⇨
7 12月  4日 第１回ラフ画による第１回グループ合評
会 （第１回質問紙調査）
第１回　美術打ち合わせを踏まえた　⇨ 8 12 月18 日 第１回グループ合評会のフィードバック
デザインの修正 →第２回ラフ画作成
第２回　美術打ち合わせ　　　　　⇨ 9 1 月  8 日 第２回ラフ画による第２回グループ合評会 （第２回質問紙調査）
第２回　美術打ち合わせを踏まえた　
⇨デザインの修正
10 1月  15日 第２回グループ合評会のフィードバック 
→完成画作成①（下描き～着彩）
舞台美術デザイン完成画の作成　  ⇨ 11 1月  22日 完成画作成②（着彩までの仕上げ）
12 1月  29日 完成画作成③（着彩までの仕上げ / 完成）
完成画による
第３回　美術打ち合わせ　　　　
⇨ 13 2 月  5 日 完成画のクラス合評会（前半20名）
14 2月  12日 ※試験日の為、別室にて舞台備品の確認授業























経験 26.21（2.74） 25.24（3.46） 26.48（2.80）
変化 19.85（2.49） 20.27（3.21） 21.27（2.08）







































　 第１回質問紙調査（N=15） 第２回質問紙調査（N=15） 第３回質問紙調査（N=15）
経験 26.87（2.26） 25.20（3.23） 26.80（3.21）
変化 20.73（2.05） 21.00（2.98） 21.93（2.37）







































　 第１回質問紙調査（N=18） 第２回質問紙調査（N=18） 第３回質問紙調査（N=18）
経験 25.67（3.03） 25.28（3.73） 26.22（2.46）
変化 19.11（2.63） 19.67（3.36） 20.72（1.67）










































　 第１回質問紙調査 第２回質問紙調査 第３回質問紙調査
経験（N=17） 24.06（1.82） 24.82（3.19） 25.41（2.50）
変化（N=24） 18.79（2.00） 20.17（3.14） 20.88（1.83）






























　 第１回質問紙調査 第２回質問紙調査 第３回質問紙調査
経験（N=16） 28.50（1.26） 25.69（3.79） 27.63（2.70）
変化（N=9） 22.67（1.00） 20.56（3.57） 22.33（2.45）
   表中の数値は平均値を示す。（  ）内の数値は標準偏差を示す。
第１回の「経験」が高い評価得点を示したことは、生徒や指導する側にとって望ましいこと
である。しかし、繰り返し行うことについてやって良かったという意見はあったものの「正直
またやるの？と思っていたけど、みんなの作品を見ていくうちに自分の中で色んなアイデアや
疑問が生まれてとても良かった。」という多少の厭きの様な抵抗感も自由記述から読み取られ、
第２回で得点が下り第３回で上昇はしたものの第１回の得点まで挽回はしなかった。このこと
は、何を目的として行っているかその意味が生徒には完全には理解できておらず、ただ繰り返
し行うことでは成果が得られないことの現われであると考えられる。指導する側の授業目的を
伝え続ける姿勢、そして、生徒と指導する側の目的意識の共有も必要とされる結果である。
Ⅳ．まとめと今後の課題
本研究では、舞台美術制作工程の「美術打ち合わせ」に準じて行っている舞台美術模擬授業
の合評会が「相互尊重の自己表現」について実践を通して理解するきっかけとなり、コミュニ
ケーション・スキルの向上につながる教育手段に成り得るかその可能性について「経験」と
「変化」の２つの観点から検討を行った。
まず全体をみると、「経験」について意見を言うことの楽しさや他者意見の受容が向上に繋
がることへの発見ができたとされる結果を得たが合評会を繰り返し行う必要性が伴っていた。
そして、「変化」については、順調に良い傾向を示し意見や発言をすることに対して良好な変
化の自覚が更なる変化を後押していることがわかった。第１回合評会後の調査結果から評価得
点が中・低群に属した生徒は、合評会の回数を重ねるうちに他者受容の理解が深まり同時に相
互を尊重した自己表現の大切さに気づいたものと思われる。このことからも繰り返し行う必要
性と、高群の生徒の結果から繰り返し行うことに対する目的意識を持つことの大切さも得られ
た。アサーションの概念に類似した舞台美術制作工程の「美術打ち合わせ」は、参加者がより
良い舞台芸術作品を創るという共通目的で「相互尊重の自己表現」に基づき幾度も話し合いを
行っており、本研究の調査結果からこの様な形で話し合いを行う舞台芸術の創造過程は、コミ
ュニケーション・スキルの向上について教育手段としての可能性があるものといえる。
また、第１回合評会を積極的態度で臨んだ生徒は、他者に自分の意見を言うことに「難し
さ」を感じていたということがわかった。これは、日常で他者に面と向かい相手を尊重した上
で自分の意見を言う経験が少ないことの現われである。積極的態度と消極的及びその他の態度
舞台芸術の創造体験でみられるコミュニケーション・スキルの向上について
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の生徒は何れも合評会という実践授業が有意義な場であったとの認識から良好な変化に繋がっ
たと思われる。そして、第１回合評会後の調査結果による中・低群の生徒は、自分の向上につ
ながる理由を理解することが良好な変化に結びついたものと考えられる。
以上のことから、コミュニケーション・スキルの向上について、知識を得、理解を深めると
共に、実際に他者と面と向かい合い自分のことばで意見をし合う実践の場が必要であり、日常
生活において自己表現が苦手な生徒にとって互いが平等な立場にいる授業は有効な場であると
思われる。そして、自分の考えを反映した作品を基に「自分の表現」と「相手の表現」を持ち
合わせた舞台美術模擬授業の合評会は、「相互尊重の自己表現」を知り実践を通してコミュニ
ケーションに対する気づきの機会を与えるものとなり、コミュニケーション・スキルの向上を
目指した教育手段になり得るものといえる。さらに、本研究にて模擬授業という形で行った舞
台芸術活動の一要素である舞台美術制作という活動は、これらの結果からその専門分野に限定
するだけに留まらず、コミュニケーション・スキルの向上を目指した教育手段の一つとしても
応用が可能な活動となりえるものと考える。
今後の課題としては、授業日数の関係で完成画による第３回クラス合評会での一人の持ち時
間が５分であることから十分な話し合いを行われないまま意見交換を終了してしまう場合もみ
られた。今後は、余裕のある時間を確保した授業計画の見直しが必要である。また、学校の授
業はお互いが平等の立場であるものだが、生徒同士にしかわからないクラスの環境というもの
も考えられる。合評会を実施する際は、距離をおいたり会話に入りきれていないと思われる生
徒に対しては指導者が細かい気配りを行い、その様な状況への対策の検討も必要である。
そして、結果については積極的態度の生徒の「経験」が、第１回質問紙調査から第２回にか
けて下降し、「高群」の生徒は「経験」「変化」について第１回の評価得点が最も高かった。初
回に高い積極性で臨んでいた生徒が継続して授業の目的を把握し、モチベーションを維持でき
る授業内容の検討が必要である。
【注】
１）自己防衛反応について満野・今城（2013）は、気遣いの観点から大学生の友人に対する接し方を
検討し、気遣いの１因子である抑制的気遣いには、トラブルや葛藤を避ける自己防衛的な面と周囲
との円滑な対人関を志向する為に行われている面についても明らかにした。
２）アサーションの取り組みとして、小学校では言語活動の充実を目的とした国語の授業（鈴木，
2013）や、学習面・生活面の充実など総合的な学習の時間としてのコミュニケーション学習（豊田，
2013）がある。
３）教育学者の春山（1925）は『芸術教育論』で「芸術による感情の陶冶とは種々なる感情を起こる
ようにするというのではなくて、感情の動き方を調節すること。」と述べている。
４）舞台美術模擬授業とは、高校生を対象とした舞台芸術活動を構成する一要素である舞台美術の実
際の制作工程に準じ模して行った授業である。
５）実践授業報告において町・中谷（2013）は、参加生徒が他の生徒が行ったグループ内の逸脱行動
上田　淳子
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を抑制するという社会的行動がみられたとしており、三宅（2013）は、友人同士の情緒的なサポー
トや授業外で一緒に勉強をする頻度が上昇したこと報告をしている。
６）　教訓帰納とは、問題を解くごとに「ここから何を学んだか」を教訓として取り出すことを指し
（植阪，2013）、教訓帰納を行うことで次の類似した問題行動に成功することが示され（寺尾，
1998）、教訓帰納は学習成果の向上に有効であることがわかると瀬尾（2013）は述べている。
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